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彼
，の
棄
が
そ
れ
を
引
受
け
た
0

十
.七
世
紀
の
末
近
ズ

な
つ
て

、

.こ
の
傾
向
は.
い
_
 

よ
い
.よ
促
進
さ
れ
た

.0

.こ
れ
：ま
で
.と
違
ぃ
'

領
主
：で
在
地
ず
：る
者
は.
非
常
な
例. 

外
で
じ
か
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
土
地
を
離
れ
て
い
る
場
食
が
普
通
で
あ
る
。

.

領
主
は
在
地
し
な
い
"

ー
が
が
る
領
主
に
と
マ
て
貨
幣
経
済
^

滲
透
は
非
常
な
. 

打
撃
で
.お
マ
た
。
そ
ぅ
し
た
な
か
で
彼
は
自
己
：の
地
位
.の
維
持
を
は
が
ら
な
け 

れ
ば
な
ら
な
か
づ
た
？
領
主
は
土
地
を
貸
借
関
係
の
な
か
に
組
込
む
こ
と
に
よ
' 

つ
て
そ
れ
が
達
成
で
き
る
と
信
じ
た
.。
へ
領
主
制
、の
変
容
は
_も

：

は
や
明
白
で
あ 

る
。
領
主
は
村
.を
離
れ
て
い
た
。

に
も
か
か
れ
^

ず
^

埤
に
対
す
る
権
利
を
強 

力
に
保
持
し
続
け
、
さ
ら
に
こ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
.で
土
地
を
取
得
し
、
 

土
地
の
賃
贷
者
に
な
.：つ
だ
。
そ
の
こ
と
^

よ
り
彼
は
土
地
と
：の
関
係
を
一

§
 

強
固
な
も
の
に
1し
て
：い
つ
た
。
土
地
を
め
ぐ
る
赏
借
関
係
は
.急

跟

に

普

及

し 

た
。

メ
テ
リ
は
こ
：の
過
程
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
か
，つ
た
。

十
六
世
紀
の
封
建
危
機.
が
直
接.
の
原
因
と
な
ヴ
，、
ま
た
そ
め
.後
の
貨
幣
経
済 

の
進
行
の
な
か
で
、
領
主
層.
の
交
替
は
明
自
で.
あ
る
。
新
領
主
は
同
時
に
土
地. 

の
質
貸
表
を
も
兼
ね
る
こ
：と
に
よ.
つ
■て
自
己
の
再
生
を
考
え
て
い
た
b

領
主
制 

の
変
容
と.
は
こ
•
の
過
程
の
進
行
に
ほ
か
'
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
所
氣
経
営

:

九

〇

(

四
ー
0

)

. 

.... 

/
.
.
•.
. 

/
ノ
 
..

の
た
め
領
主
が
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
姿
勢
：で
し
か
な
か
っ
'
た
°,
領
主
ば
こ
の
一1

重 

の
機
能
を
支
障
な
く
果
す
べ
< ;
:

、

そ

の
--
-
切

を

第

三

者

の

肩

に

ゆ

だ

ね

る

に

い 

.
た
っ
た
”

こ
こ
に
：フH

ル
ミ
エ
'
•

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
：が
登
場
ずる

，：

所
領
経
営
の
複 

雑
化
す
る
な
か.
で
'::

彼
は
高
度
の
法
律
的
知
識
を
要
求
さ
れ
た
。
従
っ
て
公
証 

人.
は
フ
ェ
ル
ミ
.エ•

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
有
資
格
者
で
あ
っ
た
。
 

も
と
も
と
フ
ン
ェ
ル
ミ
ェ
•

ジ
.
ェ
ネ
ラ
ル
は
領
主
の
代
理
で
し
か
な
か
っ
た
。
し 

か
し
彼
は
お.
い
お.
い
経
済
的
実
力
を
蓄
積
で
き
た
。
今
や
彼
ば
領
主
の
代
理
た 

る
に
甘
ん
じ
な
い
/

彼
は
そ
'
の
蓄
積
を
投
じ
て
メ
テ
リ
：を.
取
得
ず
る
に
い
た
0 

た
。
彼
はT

途
に
メ
テ
リ
を
狙
い
、
こ.
れ
に
よ
っ
て
土
地
の
賃
«
豸
の
地
位
に 

ま
で
上
昇
し
た
。.

し
か
し
彼
，の
±

地
所
有
に
は
何
の
後
榍
も
な
‘い
。.
そ
の
意
味 

で
は
、: :
;

土
地
所
有
吖
後
循
に
封
建
諸
カ
を
持
っ
て
い
た
領
主
の
場
合
と
違
ぅ
。
 

土
地
所
有
で
こ
こ
：に
異
質
の
ニ
づ
の
も
の.
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方 

は
純
粋
に
所
有
関
：係
で
あ
る
。
他
方
ば
封
建
関
係
の
維
持
の
/ c
め
の
手
段
と
し 

て.
の
±

地
所
有
で
あ
っ
た
：。

フ
ラ
ン
：ス
革
命
ば
こ
の
両
者
の.
角
逐
の
^

に
ほ
か 

な

ら

な

か

っ

：た
，
の
で

.
ぁ

る
-9:  

.

'
東

独

に

お

：け

る

宗

教

改

革

と

 

ド
 

':

.

.
農

民

戦
_

の

'
研

究

の

規

状

一
九
五
一
一
年
に
ソ
速
の
歴
史
学
者
ス
ミ
リ
ン
に
ょ
?

て

「

.

ト
丨
マ
ス

.

.

ミ
ユ
：

’

ゾ

ツ
ァ
I

.の
国
民
的
宗
教
改
革
と
大
農
民i

i
j

.:

が
発
表
さ
れ
、V
ド
イ
ツ
'
に
，お

げ
る
宗
教
改
革
と
農
民
戦
争
は
市
民
革
命
と
し
て
の
歴
史
的
評
価
を
え
だ
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
こ
れ
に
関
し
て.
は
ソ
連
歴
史
学
界
に.
お(

い
て
一.
九
五
七
、
八

(

注
2)

年
に
こ
の
評
価
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。

ソ
連
に
お
忖
る
こ
の
ょ
ぅ
な 

動
向
に
：対
し
、_
当
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
研
究
は
、
ど
-の
ょ
ぅ
办
状
態
に
あ
ふ
の 

か
、
本
稿
は
1

九
六
〇
年
ー
月
1

- :
日
丨
ー
1

三
日
に
か
け
て
東
ド
イ
ツ
0:
ヴ
ヱ 

ニ
ゲ
ロ
ー
デ
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
歴
史
家
協
会
中
世
史
部
会
の
討
論
を
通
じ 

て

'

^

独
に
^

け
る.
こ
の
問
題
の
研
究
の
規
状
^ -.
調.

へ
る.
こ

.
と

を

自

的

と

す 

る「

こ
の.
会

議

は

第
—*.
テ
ー.
マ

「

-

四
世
紀
办
都
市
に
お
け
る
人
民
運
動」

、
 

第
二

テ

ー

マ「

ド
イ
ツ
に
お
け
る
初
棚
市
民
革
命
/

の
ニ
つ
の
テ
ー
マ
で
討
論 

'が
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ(

で
は
第.
一
一
テー

マ 
'に
限
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
最
初
に
■ 

こ
の
テ
ー
マ
の
問
題
提
起
者
の
発
題
を
简
単
に
紹
介
し
ょ
ぅ
。.

：
'

•
A 
.

ス
タ
イ
ン
メ
ヅ
ツ
の
問
題
提
起

一
’

K

イ
ツ
に
お
げ
る
上
^

し

つ

っ

ぁ

；る7 .
ル
：ジ-
ョ

ァ

ジ

ー

：の

最

初
.
の
偉
大.. 

ぐ

- '

束
独
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
農
民
軟
争
の
研
，究
の
現
状

:

:

?
;
:

::
■

 

- 

g
.

.

.

.

.

 

,
.

.

.

.

.

 

.. 

.

.

.

.

.

- 

.

.

.

. 

••
■.
.
.

 

•

な
行
為
は
宗
教
改
革
と
：農
民
戦
争
：に
お
い
て
頂
点
に
達
し
た
。.

エ
ゾ

ゲ
ル
ス
は 

「

ド
イ
ス
農
民
戦
#

」

，(
一

八
五
〇
>.

で
、'
一
 

五
- -
七
年.
が

ら

.一
五
一
一
五
年
に
到 

る
こ
，れ
ら
の
事
件
は
ド
イ
ツ
に
：お.
け
る
初
期
市
民
革
命
と.
し
て
と
ら.
え
ら
.れ
る 

こ
と
を
示
し
た
ャ
'

.

'〉

^〉

^

デ
^

.
:-

■1.
1
、.:,

钶

期

市

羣

命

の
"
時
期
区
分「

^

'

-

' .

"
(

a

)  

■階
級
闘
争
の
上
昇
期
ニ
四
七
六
丨
一
五
，一
七)

フ

X
派
の
.影
響 

. 

'

の
下
に-1

イ
ク
ラ
ス
ハ
ヴ.
ゼ
ジ.
の
フ
ァ
イ
フ
ァ
I

の' 1

探
に
始
ま
り
、
 

ブ
ン
ト
シ
ユ
ゝ
ー
、

ア
ル
メ
ン
‘
，

コ
ン
ラ
ッ..
ド
等
の.
一
揆
を
経
て
：宗
教
改 

.

象
.
の
開
始
：に
到
る
。.
：
■
■'.

.

(

b

)

初
期
市
民
苹
命
め
頂
点

(

マ

互

一

セ

ー

ー

,'
$

'

5
、
. 

■六
-
ル
タ
ー 

.

.

.に
ょ
'

る
ロ
'
マ.
.教
会
.
へ.
.の
振
議
開
始
か
ら
農
民
戦
争
の
.
敗
北
に
'
到
る
。
. 

C

C)

階
級
闘
争
の
卞
降
期'

u

五
一
ー'
六
丨
-

五
三
'五
0:ツヴイングリ
 

e

ス
イ
ス)

.
や
ガ
イ
ス
マ
イ
ヤ
ー

(

テ
ィ
〒
ル
丫
の
汝
^

を
経
て
ー
3£

ー
ー
ー 

>

 

.
五

年

の

：
、
、
、
：
ユ

ン

ス

タ

I

に
お
け
る
苒
洗
礼
姆
0 '
.

:

籠
城
事
件
に
到
る
。

.

I

一
.r

一
 

五
三
五
年—

1:1

五
：五
，五.
年
の
間
に
.諸
侯
の
宗
教
改
革
の
最
終
的
勝
利 

が

確

定

す

る
.0
社
会.
革
命
の
敗
北
後
か
最
も
重
要
な
坑
争
は
、
諸
侯
と
王
の
間

.

.

■'

九

一

(

四
l
'
l >



，に
本
い
^

行
わ
れ
た
が
、0
;|
|

侯
相
異
の
敵
対
性
は
：
.
£:
£.

咚

杉

い

：
で

^

迪

揚

客

な
い
。...................................................................................................................

• 

,

.

四
、

ル
タ
ー
に
つ
い
て
の
伝
説
の
長
期
に
わ
た
る
圧
倒
的
な
支
配
は
、
ト
ー 

マ
ス
•

ミ
ュ
ン
ッ
ァ
ー
の
.人
間
像
双
び
洱
洗
礼
派
の
役
割
を
不
明
と
し
て
き
た 

ば
か
り
か
、

ル
；タ
I

、
ミ
ュ
ン
ッ
ァ
I

の
粗
躍
し.
た
テ
ュ~

リ
ン
ゲ
ン
•
ザ
ク 

4 i
:
y

-w
i

方

以

外

に

初

湖

市

民

本

命

の

第

I
f

o ,
中
^ :
«

^ :」

：て
：

〉

ァ
^ :
フ
：ス
皈
方
、
 

.(

北
部
ス
ィ
んV

.

テ
ィ_.
ロ'
ル
等)
：が
存
在
し
て
'
_
い
'.
た
ど.
'と
も
か
く
さ.
れ.
て.
'し
”ま
ぅ
'0_ 

五
、
こ
れ
ら
の
ニ
つ
の
中
心
地
は
多
く
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
結
合
せ
ず
に
終 

る
。

っ
六
、
当
時
の
ド
ィ
ネ
の
経
济
状
態
ほ
エ
業
生
産
の
著
し
ビ
上
昇
に
特
徵
づ
け 

ら
れ
る
。.
こ
め
発
展
は
多
く
の
技
術
：の
発
明
、
特
：に
，新
し
い
鉱
物
の
発
見
に
よ
：
 

り
ひ
き
お
こ
さ
れ
，
遠
隔
地
商
業
©

拡
大
に
よ
づ
て
倍
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
，
 

.
封
建
的
生
産
i

の
：没
落
£

資

本

主

義

盼

要

素

及

び

：形

式

0 '
導

入

ば

：す
で"に
- 

四
世
紀
か
ら
開
始
さ.
れ
、：
 
' 

'一.
五
世
紀
の
半
ば
以
来
箸
し
く
な
：っ(
た

の
で
あ
る
。
 

そ
し
て
依
然
と
'し.
て
支
配
的
で
あ
ら
た
商
業
：，
高
利
貸
資
本
の
他
に
、
西
南
及
：_  

び
中
部
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
す
で
に
剰
余
価
値
の
占
取
に
よ
る
資
本
形
成
が
進
ん
, 

で
い
た
。
生
産
へ
の
資
本
の
侵
入
に
よ
り
員
ホ
ま_

的
生
産
様
式
が
、.

員
■

罾
■' 

本
と
し
て
す
で
に
鉱
山
業
、
鎔
鉱
業
、
織
維
産
業
に
お
い
て
成
立
し
て
'
い
た
。
 

い
わ
ゆ
る
問
屋
制
度V

e
r
la

g
s

y
s

te
m

は
不
完
全
な
，
未
発
達
の
初
期
資
本
制 

..
的
生
産
様
式
で
あ
る
。■
こ
の
下
に
お
：い
て
初
期
資
本
制
的
搾
取
が
行
わ
れ
、
こ 

れ

に

よ

り「

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
I

ト
の
先
；駆」

<
0
5
3
1
2-
民
^ :
と
い
わ
れ
る
.多 

く
の
平
民
の
層
が
発
生
す
る
の.
で
あ
る
。

.、

，七
、
産
業
資
本
に
対
し
て
農
業
及
び
ツ
ン
フ
ト
的
手
工
業
生
産
は
ま
す
ま
す

停
滞
し
^
:

つ.
あ

？
た
：フ
商
品
鸬
”
貨
幣
関
係
の
秦
み
^ .
農

度

へ

.
®
封

建

的

搾

取

:

:■
:
八

、
；

W

ィ

：
ツ

：
で

X

生
：産
者
の
生
產
手
段
0 :.
分
離
も
僅
か
し
か
進
行
u

v

v>_

v v
。

- '
.:
'
:

.

:
:
:九
ノ
涵
期
市_

'̂
命
蒯
夜
办
^ :
4

ツ
の
：経

敗

的
.:
/

政
治
的
状
態.
は
#
 

化
吞
せ
る
方
向
に
働
ぎ
合
づ
へ
て
认
だ
。
但
し
地
苏
的
分
裂
ば
が
ぐ
の
聖
、
俗
の 

領
邦
権
，力
に
結
來
し
、
中
央
権
力
，は

「

大
ハ
ン
ザ」

の
壻
大
す
る
権
力
に
対
し 

て
完
全.
に
無
力
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

一
〇
、
政
治
的
に
分
裂
し
、
無
力
で
あ
っ
た
、ド
ィ
ツ
は
、
教
会
制
度
の
精
神 

的
、
道
徳
的
没
落
と
反
-^
澜

し

で

増

大

す

る

財

政

的

要

求

に

^

や

む

法

玉

庁

の 

一
搾
取
の
：対
象
と
な
っ
て
い
た
。

:■

;:
'
:
'
:

■■
:
 

>

1
.'
:
'1
->
;

階

級

闘

争

の

敵

化

は

社

会

め

物

質

的

生

産

力

の

発

展

.と

生

産

関

係

の 

矛
盾
の
爆
発
の
結
果
で
あ
る
。
本
源
的
蓄
積
が
進
み
？
資
本
制
生
産
様
式
が
最 

も

普

及

し

て

：
い

る

故

山

業

，

鎔

鉱

業

、

:.
'
撖

維

產

業

等

の

発

展

じ

て

い

る

先

進

地 

带

が

初

期

布1
^

命

の

中

心

舞

台

と

な

っ

た

：
の
、で

お

る

0

し
が
し
当
時
の
生
産 

様
式
に
お
け.
る
矛
盾
は
•
非
封
建
的
な
諸
階
層
を
/1

つ
の
戦
線
に
統
一
し
ぅ
る
と 

.

こ>
0

ま
：で
い
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
を
準
備
し
た
と
し
て
も 

封

建

制

に

奉

仕

し

：て

.
い
た
商
業
資
本
は
：強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
諸
侯
権
力
^
相
対 

立
す
る.
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
と
協
力
し
た
の
で
あ
る
。

一.

ニ
、'
封
建
的
分
裂
、.

ロ
，

)

マ
教
会
に
ょ
る
搾
取
、
中
央
権
力
の
没
落
に
反
対 

'
す

る

闘

い

に

お

い

，
て

、

.

こ
れ
ら
の.
状
態
の
廃
絶
を
求
め
、
ド
ィ
ツ
の
統
一
を
要 

求
す
る
強
力
な
国
民
意
識
が
発
生
す
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
中
央
集
権
権
力
へ 

の
強
い
志
向
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
種
々
の
階
級
及
び
集
団
に
よ
つ
て
担

.

わ
れ
て.
い
る
に
せ
ょ
、
'最
も
非
国
民
的
な
諸
侯
と
い
ぅ
勢
力
に
ー
豸
し
て
反
対 

す
る
も
の
で
あ
る
。

:

一
三
、—

®
0

31
® ;K

e
tz

e
rb

€
w

e
g

u
n

g

は
初
期
市
民
革
命
を
準
備
し
た
。

.

都
市
の
市
民
的
異
端
は
教
会
の
経
済
的
，
政
治
的
地
位
に
皮
対
し
た
が
農
民 

的
、
平
民
的
興
端
铽
共
同
体
及
び
市
民
社
舍
に
お
け
.
る
庳
始
：キ
リ
呔
ト
教
的
乎 

等
関
係
の
.
回

復

、
；
，
す

な

わ

ち

財

産

の

，
平

等

性

に

到

，
る

市

民

的

平

等

；
の
；
実

際

的

回
 

.

復
を
粟
求
し
た
。

.
'.
:

■
:

'

1

R H
r

ィ

デ

才

ロ

ギ

ー

め

分

野

で

は

ル

ネ

：ツ

.

サ

シ
>

期

の

人

文

主

義

：が

俞

準
. 

.
搶

：の

役

割

を

凍

し

た

ネ

で

)

あ

名

。-:
:ナ

な

わ

ち.
ー
：五

世

紀

，の

半

ば

以

来

め

人

文

主 

^

の

猶

進

：は

诈

泄

的

？

封

建

的

世

界

像

.
の

破

壊

：に

夭

き

な

影

響

：を

与

龙

た

。

」

そ 

れ

は

特

に

教

会

の

世

俗

瓜

へ

'

の

批

判

を

促

進

し

、
：：
市

民

的

思

巷

や

研

究

へ

、
の
：道

：

:

を
^

い.
た.
。V  (

言
語
学
、：
歴
史
学
、
地
速
学
、.
民
俗
学
、
文
学
等
o '
市
民
的
科
学
の
、

:

創
^

へ
'
の

貢

献

。

)

：
し
.が

し

人

文

主

義

者

灌

は
0

民

大
' *

に

無

理

解

で

あ

り
、

★

 

遷
ラ
テ
を
語
を
海
国
語
と
;1
.

、
へ
：人

欠

主

義

：を

純

^

の

学

象
©

仕

事

に

限

定

：じ

て

.
t

/ c
の
で
あ
る
。

■ 

•

_ 

:

一.
：
五

、

」

；同

時

代

や

ド

ィ

ツ
:'
0

芸

術

：の

発

展

：は.';;

プ

リ
：-

丨
，、不
ザ̂̂

:

ユ
ー.
•7

1
:#
©

1
1
1
1
匠
^

:5
み
:̂
し
.た:'
0

偉

大

：な
ド
：ィ

ダ
2
K

術
家
が
国
民
大
氣
h 

の
侧
に
立
っ
た.
の
^

決
し
て
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。

J

ン
六
：、
'•「

革
命
は
^

国

家

的

危

機

へ

樣

既

者

も

被

搾

取

著

も

含

む

.

)

，
.
な

し

を

は 

ネ

！

f

能
次
あ
る
¥

 (

v

l

i
v

)
)

ロ
マ•
帝
国
ド
ィ
ツ
を
お
そ
っ
た
の
で
あ
る
。

.
-

七
^:
:

'
^
0

め
；最

上

膚

鄭;̂
ル
名
目
饰
^
&
 ̂

ス 

プ
ル
グ
家
の
王
制
が
存
-^
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
国
民
的
王
朝
で
は
な 

:

'
:
':.
/.
東

观

に

東

げ

：る
'宗

氣

改

苹

と

農

民

戦

：争
の
研

究
：

9
^

く

、

国

民

的

ド

ィ

，ッ

的

利

害

と

.
無
関
係
の.
道
を
政
治
的
に
歩
ん
で
い

つ
た
の
で

.

ー
：八
;>1

六
世
紀
の.
領
邦
諸
侯
の
.権
力
す
な
わ
ち
領
邦
君
主
制
は
中
央
集
権 

に
：対

す

今.
ま
た
自
B

の
領
邦
筹
游
つ
ま
：り
貴
族
、'
都
市
、
教
会
に
対
す
る
闘 

い.
に
お
'
い
て
勝
利
如
私
さ
め
た.
。..
！
l

s -
i i
ir

la
以
来
の
都
市
と
：農
村
の
階
級
闘
争 

:

、
の
激
化
は
確
国
と
し
た
国
家
形
態
の
創
設
を
必
然
化
し
だ.
の.
‘で

あ

る

。
，
し

か

も 

そ
の
国
家
組
織
の
発
展
は
諸
侯.
の
小
国
家
の
基
盤.
に
扣
い
'て
行
わ
れ
、
か
く
し 

,
:
ズ

諸

侯

ほ

：中

央

権

カ

：
へ
：
の
優
位
を
隊
持
し
た
ー
の
で

^

る
。
そ
し
て
諸
侯
の
完
全 

.

な
自
立
他.
へ'.
の
：志

向

は

領

邦

教

会
©

出

現

と

：
も
.な.
:-
?

た
t

.
',

:

一
九
、

か
.
か

る

ド

ィ

ッ

：の
：政

治

的

状

態

は

多

ぐ

の

教

会

国

家

.
つ
.
ま
-0
敦
会
団 

'̂
ヾ
体
に
厲
し
、
こ
れ
に
よ
り
治
め
ら
れ
て
い.
る
領
邦
の
存
在.
に

.

.
よ

り

複

雑

と

な

る

.  

■■
■,
の
で
あ
る
。

:

—*
ー
〇
、
ヵ
ト
リ
ッ
■ク

ー

保

守

的

な

立

場

の

入
^

は
-

ド
ィ
ッ
‘に
お
い
て
も
は 

や
以
前
の
上
':ぅ
；な

仕

方

で
.
は.
ぞ
の
支
配.
を
：主
張
す
る
こ
'
と
は
で
き
な
：か
0

た
。

•.
一
ブ

1.:.，

，嶺

邦

君

主

制

；の
：

.
上
：昇
：は
ま
^

必

然

的

に

騎

壬

制

度

の

没

落

と

以

前

に 

'
は

独

立
.:

^
て
'1
>;
た
諸
都
市
の
：自

立

性

の

齊

失

^
伴

つ

：
：
た

の

：
：
で

あ

る

。
べ

八

1.

1.:.
す
；， .....一

.'六

世

紀

初

頭0 :
市

民
^ :
級

..は

後

世0.

ブ

.

.

.

.
ル

..
ジ
ョ
‘.(

ァ，..
ジ
.
'
I

CD
:.よ
ぅ
な 

階
級
と
し
て
の
統
一
他
を
示
し
て
お
ち
ず
、
ま
だ
資
本
主
義
的
階
級
へ
の
発
展 

:-.
'':'途
上
：に
'あ
，>:
た

；
と

：
い

え

;«
|
;

^

ヾ
都
#
^
家
€>
:

代
表
的
人
椒
は
領
邦
君
主
め
階
層 

;'
'-;
に
:1
1:
昇.
し
そ
：い
：た
ゾ
；

.
{
特
に
フ¥

だ
ッ
ン
フ
ト
的
な
；̂

の
に
縛
ら
れ
、
そ
の.
代
表
渚
は
封
婕
的
関
係
に
従
厲
し
、
. 

了
自
己
：解

放

と

そ

れ

以
' ^
办

発

展
.©.
意

志

も

敝

カ

：
^

睁

ち

％

わ

甘

な

：か
；
つ

た

の

で

' .  

\

あ
る
”
^

^

ッ
ぬ̂

裂
の
存
続
免
商
業
路
の
位
置
^

変
^

へ
-^
く
に
闺
内
市
場

し
：.
'
'.
:
九
三.

病

^̂ 

'



の
：未

発

達

は

、
;•'

■'広

範

な

、
，
：

.
自

覚

し

ぢ

市

民

的;;;

*
1
的

：階

級

の

：
形

成

を

阻

11
1, 

し.
た
。
：\宮
廷

用
;0
生
産
'.:(

奢
侈
品.
生
；産
；、：
軍
隊
制
度
：、
城
磐
建
設
、ネ

の

：他
班 

.
が

国
^
沛

埸

む

け

の

生

産

よ

り

：優
；位

：に
：立
ら
：：て

'い
'た

。.
，..
；5
 

41

兰

：’
初

期

市

民

革

命

の

最

初

：の

段

階

は

、

r

ル
：タ
ー
：

—

の

免

罪

符

に

反

対

す

：る 

九

十

起
-*
条
£
且
言
に
ょ
：
:0_
で
：開

始

さ

れ

た

国
.
民

领

動

：で

あ

疋̂

こ
:̂

お
：4 

て

ド

ィ

ツ

の

歴

史

上

始

め

て

凡

ゆ

る

階

級

が

中

座

的

市

民

層

の

指

^
®
,
の
下
に
法 

■、
王

庁
■.〈

の_

い
，に.
団

結

し

，た
0:
で
、
あ

る°':
::'.
右

'-.
.

ニ
，四
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
グ
城
に
お
い
て
ル
タ
I

は
新
約
聖
書
の
翻
訳
を
行
つ 

た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
聖
書
の
翻
訳
者
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
パ
シ
フ
レ
ツ 

ト
や
弁
駁.
書
.
の
普
请
と
し
て.
%

、
.
..讃

美

歌

の

作

詞

者

と

し

て

.%
;

偉
大
な
貢
献
，を
 ゝ

:な
^
4

げ
、:;
',
統
ー
：的

な

德

準

ド

ィ

ツ

.
語
め
文
書
及
び
：次
学
：
.
の
1 -
:
語

の

普

及

お

ょ

.
：
 

び
完
成
に
も
力
を
奴
し
た
。

••
•
.
.
.

ニ
五
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
苹
は
市
民
階
級
か
ら
要
望
さ
れ
た
.「

安
い」

w
o

h
l

-

 

f
e

i
l

教
会
を
削
設
し
た
。
そ
れ
は
法
王
庁
と
め
関
係
を
絶
ち
、
教

会

関

係

の

小

，
 

王
■

や
^

の
諸
権
利
を
廃
止
し
、：
修
道
院
冷
解
散
し
：、
へ
そ
の
僧
侶
達
.
'を
市
民
生
：
 

活

に

復

帰

せ

し

，め

た

。

. :
;
.そ

れ

财

ま_
た

聖

人

崇.
拝

：の
：制

度

や

教

会
0

.罰 

の
制
度
を
も
廃
止
し
た
。

.

:

'; ;

ヴ
ォ
：ル
ム
ス
の
；国

会

終

了

後

葡

市
K

革
命
の
第

1
:
1
.

の
段
階
が
開
始
：
' 

:
;さ
^

る
。''
;
.
す
な
お
ち
そ
こ
で
は
四

-?
'

.

の
：宗
教
的
，
政
治
的

立

：場
.
が
.
形

成

：さ
れ
' 

た
の
-

で

あ

々

、

こ
：れ

ど

共
.

に
統
ニ
的
国
民
的
な
反
：ロ
ア
の
運
動
は
終
る
め
：で
あ

;'
'
:

■
.

(

a

)

：
保
守
的
、
カ

ト

リ

ッ

ク

の

立

場

こ

：れ
は
既
存

の

諸

関

係

の

維

持
,'
.

:

に
利
益
を
感
ず
る
す
べ

V
:

の
分
乎
を
含
む
。.
帝
国
権
力
.
や
教
会
関
係
の
：

,

.

、
九

四

V

へ
四
'

一
四X

:

:

■

:「

':
\
諸

侯
.:-..
':高
僧
か
ら
世
俗
€>
'
:
諸

侯

：の
一
::
部
や
富
裕
な
貴
族
、;
そ

'
し

て

一

部
 

.

.

め
都
市
貴
族
が
；こ.
れ.
に
入
る
。

(

b

)

市
民
的
、穏
和
な
ル
タ
ー
の
立
場
' 

こ
れ
は
.
反
^

派
の
奮
裕
な
®

'

 

....

特
に
.屮

部
.

北
部
ド

イ
ツ

の
そ
れ
を
含
.

み
、
さ
ら
に
下
級
貴
族
の
大
半
、

;

>

バ
-;
.

市
民
層
、'.
.

世
俗
諸
侯
の
.

か

众

り

の

部

分

も

含

ん

：で
：
い
：た

。

.

'

:

:
:

:(

c
 )

. -

、市
民
的
，
：
急

進

派
.
"

こ
れ
は
ツ
ヴ
ィ
ン
ー
グ
ゾ
の
指
導
の
.

下
に
ツ
ユ
'

.

卜
入
リ
ヒ
や
べ
ー
^

ツ
-^
富
裕
市
民
を
含
み
、.
'.
:

^

V

 

:
'

主
義
的
志
向
ど
を
融
合
さ
せ
ては

..

い
：た
が
、
共
和
的
、：
実
践
的
態
度
に
: 

.

'',:
バ
お
い
'
て
帘
民
的
穉
和
派
'
と
は
拫
本
的
^

興
な
つ
て
い
^

9

で
あ
る
。

'
.
,
:
: r
-(

4

)

：：'
:
:農
民
と
平
.

民

の

：革

命

的

運

動
.'
^

れ
は
^

ド
イ
ツ
を
お
.

お
い
、
ぐ'、
 

'■
.

ユ
ー\

ツ
7

1
:

と
ガ
イ
.

ス
：.マ
：：イ.
ヤ
|

に
そ
の
襄
求
は
代
弁
さ
れ
て
：い
.

る
。
 

.

ニ
七
、

こ
れ
ら
す
ベ
て
の
党
派
に
お
い
て
、
分
裂
そ
の
も
の
ょ
り
、
そ
の
党 

'

派
^ :

形

成

過

程

が

：間

題

で

：あ

^

。

？

 

ノ
と
：(

b

)

つ
め
立
場
は
：統
：
' 

一
さ
れ
た
も 

.
■

の

で

な
:-
<

、

内

部

矛

盾

：や

対

兗

を

含

ん

：

.
で

い

，た。
. 

'市

民

的

盡

派

や

革

命

的

反 

:

対
派
が
敗
退
し
て

1:
>

つ
た
の

は

、

彼
ち
め
i t

対
者
の
.

不

統

，
一
を
.利

用

す

る

こ

と
 

:

を

却

つ̂

い
.

た

諸

侯

達

の

階

級

同

盟

に

：
ょ

：つ

.

て
.

始
め
て
可
：能
で
あ
つ
：た
。

.

.

二
八
、
統
一
的
、.
：.：革

命

的

戦

線.の

崩

壊

は

ヴ

ィ

：
ツ

テ

ジ

ベ

：ル

ダ

の

運

^

に

す 

で
.
.に
示
さ
れ
て
い
'
た
，が

、

さ

：ら

に

本

：れ

.

は
騎
士
層
の
：叛
乱
が
国
民
大
衆
と
の
闕 

争
が
ら
独
立
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
ま
ず
あ
ら
わ
：れ
：た
.
。
：

：

：
.'
;

:

.

/

一. 
|
_九
；、.
.

ト
ー
.

マ
ス
.

.

ミ
ユ
シ
ツ
■

ア
ー
.

ば

早

べ

か

，，ら

ル

タ

ー

.

と

分

離

し

、
.
独

自 

•

の
教
説
：を
：ツ
ヴ
ィ
-
ヵ
ゥ
、
プ
ラ
ハ
等
で
発
展
名
せ
、

' 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
民
的
. 

宗

教

改

篆

V
o

k
s

r
e

f
o

m
a

t
i

o
n

の

必

然

的

表

現

を

創

り

だ

し

た

ー

。

彼

の

政

治
 

.

的
計
画
は
領
邦
体
制
の
絶
滅
と
国
民
：へ
の
権
力
の
移
行
の

1

一
点
で
あ
り
、
国
民

的
宗
教
改
革
の
完
成
で
，あ
っ
た
。

し
：か

. %
.

こ
.
の

変

革

は

農

民

的

平

民

的

.な

立

場 

だ
け
で
な
く
、

ド
イ
ク
史
の
国
民
的
政
策
の
頂
点
：を
示
し
て
い
た
。

'

;■
. 

:

三
〇
、;
大
農
民
戦
争
の
.

過

程

，で
一
：
一
つ

.

の

分

派

が

形

成

さ

れ

た

。
：穏

和

派

は

..一 

'
1

1

ヵ
条
の
綱
領
と
ヴ
ナ
イ
ガ
ン
ト
の
ハ
イ
ル
ブ
.ロ
シ
0

改
革
案
に
代
表
さ
れ
、
 

過

激

派

は

ミ

H.

ン
ツ
ァ
ー
と
：ガ
イ
ス
マ
イ
ヤ
丨
の
影
響
の
：下
に
あ
つ
：た
。

，

' 

: 

こ
：
の

左

右

両

與

の

中

間

.

に
'

！

v

ラ
ン
ケ
ン
農
民
の

: -
,

農
民
結
集
大
舍
の
、た
め
| _ 

と
い
う
檄
が
.
位

置

し

て

：
い
.

る
。

三

一
.、

農
民
戦
争
に
象
徴
さ
れ
る
ド
イ
ツ
初
期
市
民
革
命
は
下
.か
ら
铳
ー
的 

，国
民
国
家
を
つ
く
ろ
，う
と
す
る
国
民
大
衆
め
最
初
の
：試
み
を
示
し
た
。

し
か
し 

.

こ
め
目
標
の
達
成
に
は
地
方
性
や
組
織
性
の
克
服
及
び
同
盟
i

の
確
立
を
も 

た
ら
し
う
る
統
一
的
な
目

的
意
識
的
指
導
が
必
要
で
，あ
.

っ
た
。
そ
し
て
本
来
市 

.

民
举
命
に
お
.
い
て
反
封
建
闘
争
：の
先
頭
に
立
つ
は
ず
の
市
民
階
級
が
f j

か
な
か 

つ
た
こ
と
は
、
多
く
の
指
導
者
：の
試
み
に
，も
拘
ら
ず
こ
の
目
的
意
識
的
指
導
'  ̂

十
分
な
^

の
.
と
な
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
農
民
自
身
.
の
政
治
的
訓
練
の
不
' 

:

足
は
と
の
弱
点
を
倍
加
し
た
。
：

.

三
.

.I 

i

; '

初
期
市
民
革
命
の
敗
北
は
.

、領
邦
君
主
制
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
が
、
 

こ
れ
は
当
時
の
封
建
体
制
の
危
機
を
救
う
た
め
.

の
；唯
.

- -

の
道
で
あ
づ
た
。

三
.

三
、
農
民
戦
争
の
敗
北
に
さ
い
し
ル
^

丨
は
む
.
ご
い
役
割
を
演
じ
た
。
彼 

は
ヴ
ィ
ツ
テ
シ
べ
ル

'

ダ
の
農
民
の
蜂
起
に
直
面
す
る
'

と

農
民
の
弾
圧
を
主
張 

し
、.

エ
ラ
，
ス 

<

 

ス
や
ツ
.ヴ
イ
ン
グ
リ
と
の
関
係
さ
え
：も
絶
つ
：た
わ
で
あ
る
。

X
J

 

う
し
て
.

市

民

的

宗

教

改

革

は
. >

;

タ
ー
派
諸
侯
0

小
主
国
の
正
確
な
思
想
的
表
現 

と
：な
り
終
つ
た
。

>

.'
■

三
四
、

,

、: -

ン
.
ッ
.
ァ

ー

の

教

説

は

行

動

ヒ

起

ち

.上

0
.
.た

革

命

的

.農

民

と

平

民
 

■

東

独

に

'お

け

る

宗

教

改

革

と

農

民

戦

争

の

研

究

の

現

状

に
影
響
を
与
え
た
。
彼
の
処
刑
に
ょ

，0

て
初
期
市
民
率
命
は
そ
の
卓
越
し
た
指 

導
者
を
失
ら
た
の
で
あ
る
が
:'

そ
の
後
十
年
余
り
も
信
奉
者
達
は
彼
ら
の
理
想 

の
契
現
に
努
カ
'
し
た
。
一
過
激
派
の
、も
，う
1

人
の
指
導
者
で
あ
：る
ガ
イ
ス
マ
イ
ャ 

I

は
ミ
ュ
ン
ッ
ァ
ー
ょ
り
.
市
民
的
で
あ
っ
た
。
.そ
し
て
赌
代
を
超
越
し
た
ミ
ュ 

ン

ッ

ァ：

丨
：
の

空

想

的

な

觀

趣

：は

、

労

働

者

的

思

想

の

朱

駆

と

^

て

ド

イ

ク

の

国
 

'

民
的
発
展
め
正
し
い
方
向
を
指
示
し
て
い
た
；。

-
V

.

■
■ 

■
■
■
■

'
.
:

 

.

.

.

. 

.

.

.

.

，
さ

て

ス

タ

；イ

ン

メ

ッ

；.ッ

は

以

上

©

.初

期

市

民

革

命

に

関

：す

る

テ

，丨

ゼ

と

共

に 

(

注
5

)

:

補
足
的
な
説
明
を
行
っ
て
い

.

，る
。
そ
の
説
明
に
'お
い
て
彼
は
最
新
の
西
ド
イ
ッ 

に
お
げ
る
こ
の
時
期
の
研
究
：を
取
り
上
げ
、
そ
の
観
念
的
歴
史
分
析
に
批
判
を 

.

加
え
る
と
共
に
，
彼

の
.「

初
期
市
民
革
命」

と
い
う
独
自
の
概
念
規
定
に
つ
い 

v

て
の
‘

説
明
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
佘
教
改
苹
と
農
民
㈣

ヰ
を
市
民
革
命
と
し
て 

と

ら

え

る

ソ

連

の

歴

史

学

者

：に

基

本

的

に

賛

成

し

.

つ
つ
も
、
な
お
宗
教
改
革
と 

農
民
戦
争
と
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
古
典
的
市
民
革
命
を
.区
別
し
前
者
を
特 

に

「

初
期
市
民
革
命
| _
:

と
名
づ
け
る
0

で
あ
る
。
す

な

わ

ち
- -

六

，
七
世
紀
は 

y

丨
ロ」

v

ハ
：中
で
市
民
革
命
の
前
提
及
び
.
.そ
の
諸
力
の
成
熟
の
時
期
で
あ
り
' 

こ
の
成
熟
め
第
一
歩
は
農
民
の
反
封
建
闘
争
に
示
さ
れ
る
。

一
,

六
世
紀
初
頭
の 

ド

イ

ッ

は
.-
:

力
で
：市
貝
革
命
の
前
提
条
件
を
そ
な
え
つ
0

あ
っ
た
が
へ
他
方
で 

そ
れ
を
阻
止
す
る
.
条
件
、
特
に
封
建
制
廃
止
の
政
治
的
条
件
た
：る
中
央
集
権
国 

家

=

絶
対
：主
義
体

p

の
成
立
が
.

欠

げ

：て

い

る

こ

と

：に

致

命

的

弱

点

を

示

し

、て

.い 

た
.0
.
.宗

教

改

革̂

農

民

戦

争:,
>

特
.

に̂

1

に

お

：け
:.
^

農

民
;̂

中

心

と

す

：る

反

封 

建
闘
争
は
こ
の
弱
点
'

を
克
服
し
国
民
国
家
を
建
設
し
て
行
く
方
向
を
'示
し
た
の 

で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
革
命
の
時
期
の

: #
-—
*

歩
と
.

し
:.
,
て

評

価

し

う

る

の

で

あ
 

,

:

:

,

九

五

(

四 

r

五)

■■



态
ノ 
：̂

た
が
0: *

市
：民
革
'命
.：
の
；
条

件

が

完

洤

ね

壤

$

:

‘市
_

:#
;
が
ー
完
成
寄 

.
れ

た

わ

け

で

は

な
く
、

こ
の
意
味
で
古
典
的
市
民
革
命
と
区
別
さ
れ
る
が
、
そ 

れ
は
雄
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
革
命
の
先
駆
的

形

態

と

し

て

で

は

な

く

、

.
そ

れ

自
身 

-

市
民
革
命
の
性
格
を
も
っ
と

ご
ろ
の「

初
期
市
民
革
命」

な
の
で
あ
る
。

、：
:B
V,

発
.
題
^

め..ぐ
る.
討
^

.

さ
て
こ
の
よ.
う
■な
ス
：タ.
ィ
ン
メ
1ッ
'ッ
の
問
題
提
起
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な

論
中
が
こ
の
会
讅
で
展
開.
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
我

.々
は
残
念
な
が
ら
、

ス

(

注
6)

タ
ィ
ン
メ
ッ
ッ
自
身
承
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
は
論
争
ら 

.

し

.1
>

議

論

：は

行

わ

れ

な

か
0

た.
と

判

断

せ

，
ざ

る

.
を.
え

な

：い
。
.本

来

討

論

が

ス

タ 

ィ
\

メ
'
ッ
：ッ..
の

提

出

し

た

基

本

問

題

を

中

心

：に

行

わ

れ

る

：べ

き

で

あ

る

：
の
^

、 

殆
ど
の
発
言
が
：極
め
て
個
別
的
な
視
野.
か

ら

：
の
、
そ

れ

に

限

ら

れ

て

：
い

务

の

.

.
で

あ
 

，
.
る
0
.
.ス.
タ.
ィ

シ

メ'ッ
ッ
の
へ
：
初
期
市
民
^

命
論J

fc.

’真
向
う
■.
か

ら

取

り

組

ん

.
だ

も

の.
は

，

僅

か

.に

.

.エ'
ッ
.；ク
.：ハ
'.

ル.
k
ノ •
ミ，、....ユ
-
I
;ラ
'—
..
.
/■
■ル
■
テ
.
.ン
.；ス
；と
.ィ

ン
スグ
リ 

(

注
8)

.
ッ

卜

，
；
ミ

ッ

テ

：

v

ツ
ヴ
ァ
ィ
め
1
ー
入
で
あ
り
、
4

の.
内

前

者

が

徉

目

す

.べ

き

発 

.
言

を

し

て

い■る
^

す

ぎ

な.
v>
;.
°

■

一
、
ミ
パ
ユ
ー
ラ
ー

‘ 

メ

ル
テ

ン

ス

に

.よ

れ

ば

ス
タ

ィ
ン
メ
ッ

ッ
が
ソ
連
に
お 

け
る
議
論
を
発
展
さ
せ
て
1

制
の
：破
壊.
に
よ
る

統 

一
_

民
i

の
^;
双
を
め 

•
さ
す
初
期
市
民
革
命
な
る
新
し
：い
性
格
規
定
を
う
ち
だ
し
、た
こ
.と
は
意
義
於
あ 

る

が

、
：
向

，時

に

ス

タ

ィ

ン

：メ
ッ
，
ッ

の

.
規

定.
は
；不

十

分

，ざ

を

伴
0

て

い

る

。
‘
そ

し
 

て
そ
：の
不
十
分
さ
ほ
彼
が
：初
期
市
民
革
命
の
直
接
の
目
的
を
封
建
制
廃
止
に
お 

い
そ
い
る
た
め
ー
古
典
的
市
民
革
命
ど
办
区
别
が
明
ら
か
に
な
ら
ぬ
こ
ど
に
^
, 

ら
わ
れ

て
い
る

。

一
#

一

 

六

：
世

紀

，
の

'
ド

イ

ソ

は
一；'七
世

紀

.
のイ
ギ
ー
リ
ネ
の
よ
う

な
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
へ
の
政
治
権
カ
ひ
移
行
を
可
能
と
す
る
経
済
的
、
れ
^
 

的
条
件
が.
あ.
っ.
た
，の
'
で
ふ_
ろ_
う

：か
。
：
た

し

か
.
に.一 ..

四.
、
■五

世

紀

の.
ド

ィ

ッ.
は
.経 

.
■済

的

発

展̂

^

し.
く
；鉱

山

業

、

v

銘

鉱

業

，
.
'金

属

如

，エ

業
.
、'..
織

維

産

業

等

に

.お
い 

、

(

：て

資

本

制

的

生

産

様

成

が

一

生

成

ず

る

と

共

に

、
地

域

的

分

業

%

前
進
し
た
。

し 

,.
'''';か
し

；£

ハ
：世
紀
当
時
の
ド
イ
ッ
の.
市
民
階
級
は
ま
だ
市
民
革
命
の
.推
進
主
体
と 

な
り
う
る
主
体
的
、
客
体
的
条
件
を
も
た
ず
、
階
級
と
し
て
は
極
め
て
未
成
熟 

な
も
の
に
留
っ
て
い
た
。
す
な
わ
：ち
彼
ら
自
身
封
^
1
的
-±
地

所

有

者

で

あ

^

、

:

そ
の

一利
害
関
係
は
封
建
体
制
ど4

:

致
し
て
い
：た
の
で
あ
り
、
宗
教
改
革
と
農
民 

戦
摩.
の
：直

面

し

た

課

麗

は

.決

し

て

封

建

制

の

完

全

な

廃

止

お

よ

び

権

力

の

移

行 

.

で
は
' *
:
;
か
っ」

た
の
で
あ
る
。.：

工
ン
ゲ
ル
ス
自
身
の
規
定
も
よ
く
検
討
：し
て
み
る 

i

、
宗
教
改
革
と
ド
ィ
ッ
農
民
戦
争
を
ョ
i 
p

ッ
。八..
•

ブ

ル

ジ

.
ョ

ア

ジ

丨

の

ー

一一
 

大

決

戦.
の

：
第.
一

段

階

と

考

え
.
る
彼
め
：主

張

は

、

.

決
し
て
こ
の
第
.一
段
階
そ
の
も 

■
の
：に

封

建

制

廃

止

め

課

題

を

.
お

知

せ

る

も

の

：で

は

な

く

; '
封
建
的
国
家
.の
枠
内 

.
で.
の
市
民
革
命.
の.
第
一
；段
階
の
勝
利
と
し
て
位
置
づ
け
石
こ
と
を
意
味
す
石
の 

.

で
あ
る
.0.

す
办.
わ
ち
マ.
ル.
ク
ス.
や
ぺ
エ'
ン
ゲ
ル
ス
は
：か
のm

大
決
戦
；を
個
々
の
国 

-
の
：市

民

革

命

と

し
'ズ
と.
ら
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
ョ
：丨
ロ
ッ
パ
の
ブ
ル 

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
封
建
制
へ
，の
決
戦
と
し
て
、
す
ぐ
れ
て
.ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
市
民 

.
苹

命

の

発

展

段

階

と
^

て

と

ら̂

て

い

た

の

であ
る
。
エ

ン
ゲ
ル
ス

に

よ

れ

ば 

市

民

革

命

の

発

展

段

階

は

次

：の
よ
一
う
に
：

.
な
：る*

第

:
段
階
の
課
題
は
ョ
I
 

ロ
ッ 

パ
：封
建
制
の
耩
神
的
支
柱
で
あ
っ
た

ロ

マ
教

会

の

支

配

を

打

破

す
る
こ
と
に「

あ 

.
つ
た
。
こ
れ
は
当
然
宗
教
的
外
装
の.
革
命
、' .
宗
教
改
革
と
し.
て
：あ

ら

わ

れ

ざ
.
る 

を
え
な
か
っ
た
ネ
第
ニ
段
階
は
プ
ル.
ジ
ョ
'
ア

グ

ー

が

す

•で

に

支

配

階

級

の

重

要 

:

部

分

：と
な

つ

て
ぃ
ー
る
が
、..
ま

_
.
だ

全

：一 ：.

支

配

を

獲

得

す

る

と

と

が
出
来
ず
上

昇

す

る
：フ:/
u

ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
封
建
的
土
地
所
有
者
の
：妥
1 -
の
結
果
：一
定.
の.
政
治
的

^ ' 

革

が

行

あ

れ

る

め

：で
；本

り

、
：
，
：

 
一̂

世

紀

の

英

国$

が
：こ

れ.で
^

名

。
フ

第

ー

土

段

：

.

階
は
封
建
制
の
完
全
な
廃
止
が
課
題
で
あ
り
，
革
命
：は
す
で
：に
宗
教
的
外
装
を 

完
全
に.
脱
ぎ
す
て
た
政
治
革
命
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る.
。

一
A

世
紀
の
フ
ラ
ゾ

ス 

尊
命
と
そ
こ
れ
で
あ
る
：。
/.;,

と
ヒ
ろ
で
中
央
集
権
国
家
体
制
ば
封
建
芰
配
め
最
後
€.
',

段
階
で
へ
あ
り
_

が
 ヾ

ら
，
：
本
源
的
蓄
積
を
徒
進.
し
，
統
一
版
国
0

場

：を

勝

成

す

る

：と
：い

ダ

進

恭

的

. 

性
格
を
も
.っ
：て
'
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
体
制
：，の
へ
欠
如
し
て
い
た
ド
イ
ッ
：に 

;
お.
い

；
て

；
は

、

''.-.
単

に

：
.
P:
マ
教
会
べ.
の

反

抗

が̂

か

ち

の

宗

教

改

革

と

：じ

七

^

. .
.
た
.だ
け
で
在
く
''

よ
れ
^

呼
応
し
そ
中
央
集
権
的
国
民
国
家
を
形
成
す
る
な
ぇ 

が
緊
急
0 :
課
題
と
な
'0
^

い
^

の
‘で

^ :
り

、
；
：
農

民

を

中

^'
と
 

:
の

方

尚

も

と

の
.
課

題

义

取

民

革

命
.
(0
'

策
|;;
段,

0

成

就

に

：あ
:0
.
だ
と
い
う
^

き

:;
. 

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
成
就
に
は
革
命
的
闘
争
と
王
権
の
同
盟
が
必
要
で
&■

っ
た
で
あ
ろ
う
。

で
は
.こ
，.の
_よ
う
な
課
題
は
_果
し
_て
当
時

0
ド
イ
.ッ
，に
お
い
て
，'

 

実
現
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
か
.-
-

0>、、
.ユ
ー
.ラ
.丨
.
.メ
ル
.
テ
ン
ス
は
可
能
で
あ
づ
た
. 

と
い
う
結
論
に
傾
き
つ

0
も
、、
'決
定
的
.回
答
は
む

1
ろ
史
料
に
^ '

厶
衝
証
と
M
 

論
的
な
^ -

明
.の

統

ー

に

よ

る

.と

す

る

•
°

-
•

こ
.の
；
、
、
ユ
!

ラ
！
 

メ

ル
テ
ン
ス
の
注
目
す
べ
き
発
言
，は

ス
タ
イ
ン
メ

ツ

'7
-
,
'
.

の
問
題
提
起
同
様
に
こ
の
会
議
■に
お
い
て
は
余
り
か
え
り
み
ら
れ
ず
に
終
り
、V

 

僅
か
に.
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
の
総
括
に
お
い
て

ミ
ユ
丨
ラ
！
 

メ
ル
テ
ン
ス
が
中 

央
集
権
国
家
の
成
立
の
可
能
性
に
肯
定
的
で
あ
り
、

と
く
に
こ
れ
を
王
権
と
の 

同
盟
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
.い
.る
こ
と
に
対
し
‘
：
現
実
；は
.
.そ
の
よ
ラ

，

JP
-.'-
 

こ
と.
が.
不
可
能
で
あ
，つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指

摘

し

て
，い

る

だ
け
で
あ

柬
独
に
お
け
る
宗
教
改
堉
と
農
民
戦
争
の
研
究
の
現
状.

.
る
.。

■

,

.

■

:

 

.

:

■

.で
—--

一
- ".
こ
：
.
の
：他

政

治

史

の

分

野

で

，

は.

. -
1

ハ
ィ
ル
ブ

'

ロ.

ン
帝
国
改

^

案」

の
意
義 

を
扱
っ
た
フ
ォ
グ
ラ
ー.
と
、

「

ズ
ィ
グ
ム
ン
デ
ィ
の.
改

革

案
1-
;
.
に

初

期

市

民

革 

命

の

開

始

；を
.
み
る
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ベg

二
人
の
発
言
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ス
タ 

ィ
^

メ
ッ
；ッ
の
'
初
期
市
民
革
命
論
を
是
認.
じ
^

如
で
が.
議

論

で

あ

：る。.

■.'•1

 
一

|
、 >

市

民

革

命

論

と

関

係

し

て

か

な

り

重

栗

な

内

容

を

も

つ

^
考

え

ら

れ

る 

発
W--
;
は
'
経
済
史
の
分
野
で
行
わ
れ.
て
い
るo  
. j

つ

は

ヵ

ー

ル

ハ

ィ

ン

グ

•
ブ
ラ 

,
シ

ュ

ヶ

：の
-1
ド
ィ
ッ
の
経
済
的
統
一
性
か
経
済
的
地
t

l

^

?

J

で
あ
る
：。
彼 

'
はI

六
世
紀
当
時
の
ザ
ク
セ
ン
地
方
に
お
い
て
商
品
経
済
が
ど
の
よ
う
な
発
展 

段
階
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
問
i

起
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち 

政
治
敗
分
裂
が
直
ち
：に
：柽
済
的
分
裂
を
意
味
ず
る
と
い
'う
通
説
に
対
し
て
彼
は 

当
時
0 .
ド
；#

ッ
は
す
で
：.に
都
市
ぉ
農
村
の
間
の
身
地
的
交
換
か
ら
地
方
間
の
商 

品
交
換
へ
の
発
展
が
行
わ
れ
て
い
た
，と
考
え
る
の
で
あ
る
。
.そ
し
て
こ
の
よ
う 

:

な
形
^

の
^
1

盼
な
狭
い
経
済
，領
域
办
自
足
性
の
打
破
は
特
に
地
方
的
分
業
の 

進
展
と
共
に
実
現
し.
て
い..
っ
た
の
で
あ
る
が
、.
：特
に
次
の.
三

つ

の

需

給

関

係

.の 

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
に
消
費
及
び
生
#

め
た
：め
の
大
量
の.
商

. . 

品
べ
；•
の
需
要
'
の
：あ
る
地
域
で
あ
っ
て
、
こ
の
.う
ち
待_

原
料
へ..
の
；.需

要

は

大

で 

お
り
、
こ
の
た
め
の
遠
隔
地
商
業
は
当
時
の
工
業
生
産
の
前
提
と
な
っ
て
い 

た
。
第
一
一
に
農
業
及
び
エ
，業
生
産
物
の
剰
余
の
あ
る
地
方
の
発
生
が
あ
げ
ら
れ 

る
。
そ
し
て
第
三
に
遠
隔
地
商
業
に
よ
っ
て
の
み
充
た
さ
れ
う
る
奢
侈
品
へ
の 

需
要
が.
あ
る
。
さ
て
ブ
ラ
シ
ユ
ヶ
は
こ
の
よ
う
な
需
給
関
係
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス 

に
菡
い
た
地
方
間
の
交
換
に
つ
い
て
ザ
ク
セ
.ン
地
方
を
中
心
と
し
て
そ
の
実
態 

を
免
析
し
ー
ノ
禎
費
財
產
業

’
ブ

金

属

產

業

に

お

い

て

は

地

方

間

の

分

業

^
結

合

が

：  

九

七■
(

四

一

七)



み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
と
れ
は
交
通
網
の
整
理
.及
び
信
用
機
構 

'

の
発
展
を
も
促
が
す
の
で
あ
る
が
、

.他
方
で
は
こ
の
よ
う
な
経
済
的
結
合
を
阯 

止
す
る
耍
因
も
強
固
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
特
に
政
治
的
領
邦
の
分. 

裂
、

こ
れ
に
逛
く
関
税
や
禁
制
の
存
在
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

こ
こ 

に
経
済
的
な
発
展
と
政
治
的
に
は
そ
れ
を
阻
此
す
る
分
裂
と
い
う
極
め
て
特
殊 

な
矛
猶
が
一
六
世
紀
尚
時
の
ド
ィ
ッ
に
は
存
在
し
て
い
た
む
で
あ
る
。

四
、
さ
て
ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
発
言
が
主
に
地
方
間
の
分
業
及
び
商
業
と
い
う
角 

度.
办
ら
当
時
の
ド
ィ
ッ
経
済
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
と
す
れ
ば
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
， 

.
ハ
ィ
ッ
は
こ
れ
を
地
域
内
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
展
開
の
変
化
と
し
て
.と
ら 

え..
よ
う
と
し
て
お
り
、.

ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
立
論
を
補
う
形
と
^

つ
て
い
る
。
す
な 

:

わ

も

ハ̂

ッ「

に

が

れ

ばt

四
.

：
.
$
^

7

rh
碧

^

業

：に

对
_

農

村
!1
:

業
©:
発

展
^

求

：め

ち

れ

る

。
;'
;
''特_

こ
*

ば.
撳
維
：.
”
 

座
業
に
お
け
る
特
殊
な
都
市
と
農
村
の
対
立
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
農
村
工
業
は 

商
業
資
本
の.
生
適
へ.
へ
ン
の
歡
極
的
价
入
^

結

果

允̂

^

泠

だ

父

同

時

も

農

村

江

業
，. 

の
そ
の
後
の
進
展
は
以
下
に
あ
げ
る
諸
琪
倩
の
下
で
阻
止
さ
れ
る

こ

と

と

な 

る
。;:-
':
'第.
1:
に.
農

業

生

産

の

分

裂

，
分

散

と

；蔽

業

資

本

そ

：の

'
も
© '

;

0

弱
体
性
が
魟 

げ
ら
れ
な
;<
て.
は
ー
な
ら
.
な
い
。
第一

一
に
農
民
戦
争
の
敗
北
に
よ
る
西
版
農
奴
制 

の
導
入
は
農
射
に
私
け.
る
経
済
的
焭
展.
を
阻
止
し
た
の.
で
あ
る
。
第
三
.に
こ
の 

こ.
と
：の

当

然

の

：結

果

と

：し

て

領

邦

国

家

；の

.
政
策
は
明
白.
に
封
建
的
諸
勢
力
-
f
f. 

族
及
び
ッ
ン

フ
ト
的
小
市
8 :
;
の
補
強
を
目
的
と
し
た
。
そ
し
て
農
村
工
業
の
進 

展

か

ら

新

し

い

：生

産

関

係

の

生

成

^

積

® '

的

：に
主'張
：す

るク
ン

..ッ
.： H

. ®

ケ

ム
—
.
ッ
ッ
0:
漂
白
樂
を
中
心
と
し
て
批
判
し
、

一；，

方
：に
お
け
る
；商
業
資
本
：
：.
 

の
，農

村

進

出

と

こ

れ

に

対

応

し

た

漂

白

迄

行

う

農

村

織

元

の

：広

範

な

生

.
成

及

：び'
:

仲

買
_

企

業

家̂

発

生

等

办

規

象

を

誌

硌

る

：が

我

に

:0
:
')

産
_

の
；再

封

：建

化 

R
a

e
u

d
a

lis
ie

n
ln

呻
0 -
蕲

実

.に

も

っと
注
目
す
る
必
聚
を
説
い
て
い
る
。
そ
し 

て
こ
の
よ
ぅ
な
観
点
か
ら
鉱
山
業
、.
.
金
属
加
工
樂
、
ガ
■ラ
ス
工
業
等
の
諸
產
業 

.に
つ
い
て
の
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

.
五
、'
さ
，
.
て.
こ

の

：
一
一
ー
入
の

.
経

済

史

，
に

.
関

す

る

注

目

す

.
べ

き

苑

言

の
1他

に

と

.
の

分
 

野

に

お

い

て

は

ヵ

ー

ル
•

シ
ュ
タ
イ
'/
ミ
ユ
1

ラ
ー
の
ツ
ヴ
ィ
ヵ
ゥ
の
豫
物
鹿 

業
に
つ
い
て
の
発
言
及
び
ョ
ハ
ネ
ス

•

シ
ル
ダ
ゥ

•ァ
ー
の
バ
ル
ト
海
地
方
の
都 

:;:市
平
民
層
0

分
析
及
^

デ

；
イ

ト

，
リ

；
ヒ

.-
:;
レ

す

の

、、、̂
:

1

ル
バ
：ゥ
ゼ 
'ン
：
の

農
 

民
の
階
層
分
化
の
别
祈
が
あ
る
。

一、
：
.
_
:
-'
^
の

他

に

取

顧

ざ

：れ.で
^
石
発
言

は

主̂

関
す
る
様
々
な
分
析
で
あ
る
。
そ
の
第
一
の
グ
ル.
丨
プ
.
は

農

段

戦

爭

当

時

の

中 

部
ド
イ
ッ
及
び
バ
.ル
ト
海
地
方
の
都
市
に
お
け
る
運
動
及
び
諸
要
求
を
扱
っ
た

■%
の
で.
あ

り

、
：
ゲ
：
ル
-
ハ
：ル..
ト

•
'

■¥:
!
!

ン.
タ.
1
、

へ
ル
.ム--------------------

- 
•..
ミ

ユ

ー

ラ.
丨
、.

エ
リ
ッ
ヒ.

ド
ン
ネ
ル
ト
の
三
人
^^
あ

げ

ら

れ

^

。

第

二

に

は

農

民

戦

爭

後

に 

菔
面
#

あ
お
わ.
れ
て.
く
る
再
洗
礼
派.
の
：運

動

を

思̂̂

.
も
の
で
、.
ゲ
ル..
ハ
ル
ト.

チ.
ェ
：
ビ

：
ツ

ツ

、

ハ

‘.
ソ
：ナ

ヶ
..
デ
■
イ
ツ.
'ツ
、..
ギ...
H.
.

V
■タ

I 
•.

ミ
ュ
ル
フ
ォ
ル
ト
の
三
人
で
あ
る
。
第
三
に.
は
農
民
戦
争
'の
卓
越
し
た
指

....導
^ ;
で.
あ.
る
‘'ト.
丨
：マ.
，

.
■ろ

、、、: i. 
V

ツ
：
.
ァ
ー
と
：、、、

i

力
：ヱ.
：
.
ル.

，，ガ
イ.
ス...
マ.
イ
ヤ
ー
の.. 

ニ
人
に
関
す
る
も
の.
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
へ
ル
マ
ン 

'
ゲ
ー
プ
ヶ
と
>
ヶ
ル
ハ
' 

! :

ノ•

ブ
v

ン
ド
ラー

、
後
者
に
つ
い
て
は
ョ
七
フ
•
マ
ケ
ツ
ク
が
発
言
し
て 

い
る
。，M

四
に
、■•

•
■:
若
干
の__
個
別
分
析
於
あ
る
。‘.
，こ
’.
れ

，
に

は

鹰

民

戦

争

後

の

農

民

■

..

ぐ
の
：姻

罰

に

つ
.
い
'
て

、
，
の

.
ゲ

プ.
ハ..
ル'
ト.
>.

フ
ァ'
ル

ク

、

中

部

ド

イ

ク

，
の

..
瞥
察
に
関, 

す
る
エ
リ
ッ
ヒ
，•

ノ
イ
ス
、
史
料
刊
行
に
つ
い
て
の
へ
ン
リ
ク
•

ベ
ツ
力ー

、

フ
イ
リ
ッ
プ
'.
メ

ラV

ヒ

ト

ン

に

つい
て
の
：ヴ

'-
7

ル
タ
I
 

f

ッ
エ
ル
ナ
I

等
.の

発
言
が
含
ま
れ
て
'い

や

：

七
、
さ
て
以
上
簡
単
に
紹
介
し
た
東
独.
の.
ド
イ
ッ
歴
史
家
協
会
の
.中
世
史
部 

会
の
会
議
に
お
げ
る「

ド
イ
シ
初
期
市
民
苹
命j  :

に
：つ
い
て
の
討
論
は
、
：発
題
！ 

者

ス

タ

イ

ン

メ

ッ

ッの
総
括
を
も
ら
て
終
つ
て
1 >
;

る
。
ス
タ
イ
：ン
.メ
ッ

ッ
は
そ 

こ
で
ま
ず

東
独
歴
史
学
#

の
停
® .
を
！g

摘
し
、
ど
れ.
を

克

服

し

，て

行

く

こ

.
と
こ. 

そ
こ
の
会
議
の
目
標
で
あ
っ
た
と
し
，
^

自
#

の
. -「

初
期
市
民
革
命
論
,-
の
* 

場

：か

ら

個

：々

の
：報

告

、

発

言

.
に
対
す
る
飾
単
な
論
評.
を
試
み.
て(

^

认

。.

し
.か
レ 

こ
れ
は
彼
自
身
認
め.K

い

ふ

討

論

全

体

の

偶

然

的

：、

•.
恣

意

的

性

格

：の

故

に

、
.街
 

目

すT

き

論

評

と

；は

な

茂

て

い

：な

い

'

そ

の.
ゼ

で

彼

は

令

：後

〉

の.
方

向..
に
-
マ
い
ノ 

て
は
、.'
■

(

3.
.
'

ソ

連

歴

史

学

会

と

：の

協

働

の

デ

ち

吃

歴

史

理

論

の

究

明

''
特

に
, 

宗

教

改

革

と
..
農

民

戦

争

の
.
性
^ .
規

定
'を...
明
^

か
；
に

す

る

、こ
._
と

、(

ニ )

■,.
1資

本

の 

本

源

的

蓄

積

と

く

に

資

本

主

義

発

生

：の
：形

態

(

に
関
す
を
究
明
':.
:;

(

.
ー

.

1

^

(  

勢
ガ
に
つ
へ
い
て
り
個
別
研
究
の
前
進
に―

る

處

封

建

闞

争

の

^

篇

主

ネ

ル

ギ
 

I

の.
^
確
な
'評
^
:
.
.(

四.)

.
時

期

的.
に
■も
'；-V'.

地
：域

的

，

.
，に

も'
初
期
市
民
革
命
の.
過
'. 

程
の
：正
藤
な
分
析
ブ
と
く
に
反
封
建
闘
争
の
中
心
点
の
確
定
::
'

ー：

(

五)

，：，̂:
イ
ッ
':
': 

人
文
主
義
に.
つ
い
て
の
研
究
、

(

六)

；冉

洗

礼

派

の
•
運
動
に
づ
い
て
の
研
究
、

の
諸
課
題.
を
明
ら
力
に
し
た
と
■の
ょ

ぅ
.

な

方

向

につ
.

い
■
て_
は
.

ス
'

タ
イ
.

ン
メ
.
.ッ

.
ッ

ば

肩

策

め

問

題

提

起

め

中

で

フ

計

亂

的

モ

擊

的

な

研

究

体

制

め

贿

立

ど

共

：.
 ̂

に
、
史
料
に
対
す
る
微
底
的
研
究
、
非
マ
.
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
学
へ
の
批
判
の 

前
進
、
理
論
的
究
明
に
ょ.
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
と
し
て
い
る
。
.

I

独
に
お
け
’
る

宗

教

改

革

と

農

民

戦

争

の

研

究

の

現

状

.V
さ

.て

我

々

は

こ

の

会

議

_の

討

論

を

通

じ

、

最

近

の

東

独

歴

史

学

界

の

現

状

の 

I.

端
に
ふ
れ
る
こ
と
が.
出
来
た
，の
で
あ
る
が
、.

こ
れ
迄
.の
紹

介

に
お
い
て
も
容 

易
に
み
で
と
れ
る
よ
ラ
に
そ
の
水
準
は
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
若
干
の 

、
人

々

を

除

い

て

は

理

論

と

猶

史

分

析

は

分

離

し

て

し

ま

'0
'
て
お
り
、
こ
の
た
め 

U
歴
史
分
析
そ
'
の
も.
の

も

棒

め

て

無

眼

截

燥

.な

%-
-

の
と
な
る
と
共
に
、
歴
史
分
析 

を
有
劾
^

す
：る
よ
う
，な
歴
史
理
論
の
創
造.
に
：̂
レ

.て

も

無

関

心

ど

教

条

主

義

が 

支
配
し
て
い
る.
よ
う
に
み
え.
る
-°
そ
し
て
若
干
0

ず
，ぐ
れ
た
問
題
提
起
を
行
っ 

た
人
々
も
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
傾
向
か
ら
完
全
に
自
由
'で
：あ
：る

と

は

い

え

ず

：、 

十
面
に
扣.
い..
て
：す
ぐ
れ
た
問
題
提
起
も
夫
々
に.
弱

点

を

有

，し

て

お

り

、

.

と
.
の
た 

..
'め

相

互̂

問

題

提

起

の

真

剣

な

か

み

食

い

に

よ

る

：、

生

産

的

な

論

争

が

' 
一' 

つ
と 

し
て
行
わ
れ
な
い
結
果
と.
な
：？
；た

の

で

お

る

。

v

•こ
の.
よ
う
な
意
味
で
の
問
題
と 

:
し
_て
は
第
：' -
*.

に

市

民

革

命

論

が

；あ

げ

ら

れ

よ

5
^

我
ん
が
個
別
的
な
歴
史
事
象 

.

を
と
り
あ
げ.
て
、
こ
.れ
を
市
民
' ^
: #
ど
.
の

関

係

に

：お

い

，て
考
察
す
る
場
八
ロ
、
そ
の 

個
別
；̂

象
そ
の
ぢ
の
め
も
ー
つ
-
般
紙
と
値
抓
性
め
い
ず
れ
を
も
芷
し
く
と
ら 

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
様
々
な
市
民
革
命
の 

.
類

型

が

ら

極

く

袖

象

的

纪

市

民

革

命

の

：

T

般
規
定
を
理
念
像
と
6

て

創

造

し

、

一
 

さ
ら
に.
こ

の1
.

般
規
定
に
個
別
的
事
象
を
直
接
あ
て
は
め
：る.
の-
で
は
な
く
、
.
こ 

一
の-

般
規
#

を.
市
民
#

命

：の

諸

類

型

：と

関

連

づ

け

?>
:
こ
上

に
上
り
，

'市

,
^
革

命
 

の

特

殊

類

型

暫

っ
.
<'
;

り

私

七

：
ぺ

そ

の

^

冷

假

別

的

事

象

ゼ

分

学

る

と

い

う

手
 

続
き
が
必
要
と
な
る.
。
勿
論
と.
の
よ
う
•
な
理
論
考
察
は
、
知
く
ま
で
歴
史
的
現 

実
を
素
材
と
し
て
た
•え
ず
豊
富
化
さ
れ
て
始
め
て
そ
の
有
離
性
が
保
証
さ
れ
る 

:
の
で
：お

る

が

：、
；
：
同

時

に

そ

，の

理

論

的

考

寒

に

：お

^

る
^

般

規

鬼

名

特

殊

規
^

ニ
段
階
の
立
体
構
造
が
重
要
で
あ
り
、
従
来
ご

の
区
別
が
明
確
で
な
い
た
め
に

.

九

九

(

四一

九)



理
論
の
有
効
性
が
十
分
発
揮
さ
れ
な
か
づ
た
嫌
い
が
あ
る
。
そ
し
て
市
民
革
命
：
 

論
に
'
即
し
v

v>
う
な
^

ば
、x

タ
ィ
ン
メ
ッ
ッ
の
提
出
し
た
初
期
市
民
革
命
論 

が
へ:

果
し
て
以
上
の
ょ
う
な
方
法
的
厳
密
さ
に
莲
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ど 

う
か.
：が
問
題
と
な
る
の
で.
あ
る
。
す
な.
わ

ち

彼

に

お

い

て

は

初

期

市

民

革

命

.は 

古
典
的
：革
命
と
の
対
比
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
.
何
ょ
り
も
先
ず
必 

要
故
こA

J

は
第
一
：に
市
民
革
命
の
一
般
規
定
に
基
き
、

ョ
ー
卩
ッ
パ
に
お
け
る
：
 

市
民
本
命
の
特
殊
類
型
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
で
お
る
。.
そ
し
て
こ
の
⑶
罾
の 

究
明
は
* --

典
的
市
民
軍
命
を
，な
1>
:

と.
げ
え
た
ィ
ギ
リ.
ス
、

フ.
ラ
ンX

と
そ.
れ.
を
：
 

.
な
し
と
*け
え
ず
し
て.
な
し
く
ず
し
"
に
近
代
化
し
：て
い
っ
た
ド
ィ
ッ
と
の
相
違
を 

'
明
確
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
：わ
ち
市
民
軍
命
の
類

型
化
の
課

題

：は
封

建

制
か 

ら

資

沐

制

_

べ0.
移

行

と

：
い

う

麼

史

的

過

程

.
に

づ

い

て

の.
ー
；
般̂

畠

定

3 

丨
戌
^
イ
を
主
な
素
材
と
し
つ
つ
そ
れ
を
柚
象
し
た)

；
に
基
ぎ
、：:

3

丨

ロ

.

.
ッ

パ

の
 

，
特

殊

的

規

定

を
.
明

確

：
と

^(

プ：

ロ
^

ャ
型
どK

 
メ.
'/.
力.
型
：の
い
わ
ゆ
る
ニ
つ
の
道 

.
の
究
明
を
，含

む

)

、

そ

の

上

で

ド

ィ

ッ
.
に
お
い
て
は
、ど.
の

ょ

う

な

個

別

：
性

が

あ

.
ら
 

わ
れ
て
い
る
か
と.
い
う
問
題
の
究
明
：に
ょ
っ
て
始
めV

.

解
決
：さ.

^

る
の
.で
あ 

る
。

こ
れ
は
段
階
規
定
の.
立
体
的
把
握
で
あ.
っ
て
、
：.
:

㈣

え
ば
ミ
ュ
ラ
,，
‘
メ
ル 

テV

ス

が

：
エ

ン

、
ゲ

ル

ス

，
に

ょ

り

つ

.
つ
市
1

^

命
の
進
行
過
程
の
3

段
階
と
い
う
H
 

「

把
握
を
試
み
て
い
る
の
は
、
こ.
の
意
味
で
注
目
す
ベ
ぎ
立
論
を
含
ん
で
い
る
。
\ 

し
か
し
彼
に
お
い
て
も
以
上
ー
の
ょ
う
な
立
体
的
把
撞
が
十
分
な
さ
れ
ヤ
い
る
わ 

.

け
で
は
な.
い
か
ら
、，
そ
の
主
張
は
何
故
ド
ィ
.ッ
に.
ぉ
'
ぃ
て
は
他
の
国A

J

異
り
第 

ノ
ア
段
階
が
社
会
的
激
突
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
が
っ
た
か
と
い
う
ド
ィ 

ッ
の.
個
別
性
が
明
確
と
な
ら
な
：い
の
で
あ
る
':
0

:
'.
:

さ
て
以
上
の
ニ
重
の
'
一
般
的
•

梓
殊
的
規
定
の
上
で
宗
教
改
革
と
農
民
戦
^

.—
*
〇

〇

(

四
二
〇)

：

.

,

.

の
运
確
な
位
置
づ
げ
を
疔
ラ
な
ら
ぱ.
、
I

れ
は
市
民
革
命
前
夜
の
反
封
建
闘
争 

と
し
て
ヨ
ー.
ロ
ツ
>>
全
体
に
も
ド
ィ
义
自
身
に
：も
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
に
も 

拘

ら

ず

、•■
•■そ

れ

自

身

を

市

民

革

命

と

し

て

規

定

を

す

る

こ

へ

と

は

無

理

で

あ

ろ 

•

ぅ
。

何
故
な
ら
ば
■市
民
革
命
は
ま
^

政

治

革

命

で

：あ

り

、■*
力

め

移

行

が

課 

題
で
あ
り
、

第
一
，

m

封
建
権
力
を
打
倒
し.
た
ブ
、ル
ジ
ョ
ナ
.(

本
質
に
お
い
て
プ 

ル
ジ
ョ
ァ
的
な)

«

ガ
め.
任
務
は
タ
'
ル
ジ
ョ
ア
的
兖
展
の
^

進

"
本

源

的

蓄

積 

:

の
推
進
で
あ
る
が
、
.'.:
宗
教
改
革
と
農
民
戦
争
は
こ
：の
点.
に
お
い
て
ま
だ
市
民
革. 

:
命
の.
条
件
を
完
全
^

磐
1

て

：い

た

と

は

い

え

：な

い

の

で

：あ

る

。

^

論

、-'
_

^

ド 

' '
'

<

ツ
社
会
の
癉
々
の.
個
別
的
条
件
の
た
め
に
他
国
と
比
べ
ニ
祉
紀
近
く
遅
れ
ざ
: 

:,
る
を
え
：な
か
っ
た
：農
民
戦
争
が
、
国
際
的
条
件
と
相
ま
っ
て
下
か
ら
の
宗
教
改 

，革
と
結
合
し
'
：
極
め
て
独
自
：の
'
社
会
的
激
動
と
化
し
、
特
に
宗
教
改
革
は
ィ
ギ 

リ
乂
に
お
げ
る
市
民
革
命
の
ふ
則
提
条
件
と
な
-P
た
の
で
あ
る
が
：、：

そ
れ
自
身
は 

:
市

民

革

命

と

し

て

は

あ

ら

わ

ー

れ

ず

'

一
八
©

八
年
に
な
っ
；で
始
め
'
.(

炎
と
い 

挫
折
し
^ '
と

：
し

て

も

)

'
市
§

命
が
展
開
さ
れ
た.
と
み
る
べ
き
で
^

0
1
。
こ
の 

ょ
ぅ
に
初
期
潘
民
革
命
論
は
根
本
的
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ 

と
同
時
に
先.
に
紹
介
し
た
M

済
史
の
分
野
^

お
い
て
も
社
f

分

業

及

び

市

場

：
 

:

i

論

：，
流

通

過

程

及

び

生

産

過

程

：に

お

け

る

商

業

資

本

の

役

割

等

に

：
つ
い
て 

一

も

立

体

的

な

理

論

的

考

察

と

そ

：れ

に

基

ぐ

史

料

分

析

が

も

0

と
厳
密
に
行
わ
れ
， 

/

る.
必
要
が
あ
る
。
ブ
ラ
シ
ユ.

ヶ
や
ハ
..ィ

ツ

等

の

注

目

す

べ

き

主

張

も

そ

れ

に

ょ 

っ
て
も.
っ
と
深
化
^

れ
、：
科
学
的
内
容
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
ろ
ぅ
。
そ
し
て 

主
体
的
立
劈
の
推
進
と
共
に
'

西

独

の

実

証

史

学

の

.成

果

も

も

っ

と

積

極

的

に 

嵌
取
さ
れ
る
必
要
が
あ
る.
の
で
あ
る
0

'

注

(
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.

.M
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.w
m
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ie
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lk

s
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g
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e
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5
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2)

こ
の
論
争
に
は
宗
教
改
革
と
農
民
戦
争
を
市
民
革
命
と
し
て
と
ら
え
る
ス
ミ 

リ
シ
、

ェ
プ
シ
ェ
タ
ィ
ン
、
グ
リ
ゴ
リ
ア
ン
'等
と
こ
れ
に
反
対
の
チ
ヤ
チ
コ
ゥ
大

ヵ

ヤ

等

が

参

加

し

て

い

る

。

ス
ミ
：
リ

ン

は

前

掲

書

の

他

に

；D
e

u
ts

c
h

la
n

d
v

o
r  d

e
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R
e
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こ
の
発
題
の
レ
ジ
ュ
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は
あ
ら
か
じ
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fer'ir̂

.6stlichea:Ls.nder
，
：in. F. R:D.. SS, 

234

丨294.

(

20) 

w
. 

Goebke, ...Thomas .■
M'Qntzer-familisgeschichtlich -und. .zeitgihich- 

.tlich: .gesehen-in F, 
R
.
W

/SS... 

9
1
1
1
8
.
0
.
'

 

Hine. Exkursion 

s
w
i
r
k
u
n
g
s
s
s
t
e
n

 

T
h
o
m
a
s

 

 ̂

 ̂

K 

b
.

一
 

o

ニ 

：

(

四
ニ
ニ)

S
S

.  2
2
8
1
2
3
3; 

J..M
a

c
e

、k

 R
€

su
m
6

 d
e
s  n

o
ch

 u
n

u
e

r5
ffe

n
tlic

h
te

n

 B
u

e
h

e
s  &

e
r

 

.

..M
ic

h
a

e
l.  .G

a

K*m
a
ie

r,._  in
.  

F
，：.
R.
:
'D.
:;.
8
8:
2
000-
2
1
9
,..

(

21)  

G
.  

F
a

lk
,  

S
tra

fg
e

ld
re

g
is

te
r,  u

n
a
u

sg
e
sch

OJp
fte

 

O
u

e
lle

n

 z
u

r  

G
e
scM

ch
te

 

d
e
s  

B
a

u
e

m
k

rie
g

e
s  

1
5

2
5

 

in

 

T
h

^
rin

g
e

n
,  

in

 F
.  

R
.  

D
.  

S
S

.  

1
2

T
1

3
3

 ;  

E
.

.
'N

e
u

B
,  trb

e
r.  

sta
d

tisc
h

e
.p

d
iz

e
ip

e
rso

n
a

le
..in

_  

M
itE

d
e

u
ts

c
h

la
n

d

 

w
S

h
re

n
d

 
. 

d
e
s  

R
e

fo
rm

a
tio

n
sja

h
fh

u
n

d
e

rts,.  in

 

F
.  

R
.  

D
.  

S
S

.  

1
3

t1
3

7

 ;  

H
.  

B
e

c
k

e
r;  

A
u

sg
a
b

e
n

 

fr^
h

re
v
o

lu
tio

n
a

re
r  

O
u

e
lle

n
,  

in
F

.  

R

 

D
.  

S
S

.  

1
6

3
-1

003

 

;  

W
.  

Z
o

lln
e

r,  

P
h

ilip
p

 

M
e
la

n
c
h

to
n

 u
n

d

 

d
e

r  

B
a
u

e
m

k
H

e
g

,.  in

 F
.  

R
.  

D
.  S

S
.  2

2
5

丨m
.

 

,

パ 

■

22)  

M
.  

s
te

in
m

e
K

N
a

c
h

w
o

rt,  

in

 

F
.

w
b.
 S

S
.  2

9
5

丨30
6

 r

な
お
こ
の
学
会 

,

:

に.
つ
い
て
の-
ご
く
简
単
な
報
告
は
Isle

its
c

h
rift  

0

 

.G
e

sc
h

ic
h

ts-w
isse

n
sc

h
a

ft

-*,  

1
9

6
0

,:.H
e

ft  

4
,.  S

S
.  .9

6
4

-9
7

4

 

.に 

A
d

o
lf  

L
a
u

b
e

 

に
よ
‘づ'V

 
な
■さ
れ
て
'
い
る
，
.，
 

彼
に
よ
，れ
ば
本
稿
で
あ
つ
か
っ
た
？

一
 

テ
I

マ
よ
り
第
，

j

テ
j

マ
の
方
が
成
果
が 

あ
っ
た
そ
ぅ
で
あ
る
。

23.)

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿「

歴
史
科
学
方
法
論」

慶
応
義
塾
経
済
学
会
経
済
学 

'
;
年
報
四
号
所
収
参
照
。

:

::
.
:

(

2 4)

-.
:
';
;拙
稿
：'「

ド
：ィ
ッ
'農
民
戦
争
の
歴
史
的
^

義」

三

田

学

会

誌

五

十

卷

三

号

、
.
六 

ベ
号
、

十

ニ

号

、

(

五
十
ー
卷
六
号
所
収
参
照
。：

.

こ 

-

書
 

'

評 

o

. 

D
 

•ダ
ン
ヵ
ン
他
著

■.

' 

'『

統

：計
<

地

理

'
学

』

:.-

O
tis

:D
u

d
le

y

 .D
u

n
c
a

n
,.  B

a
y

 .p
.o

u
z

z
o

r
t  a

n
d

.B
e

v
e

rl.e
y

 D
u

n
c

a
n

:  

S
ta

tis
tic

a
l  G

g
g

ra
p

h
y

v
p

ro
b

le
m

s

 in

 

A
n

a
iy

^
tn

g

 
A
r

m.
a
l D

a
ta

,

0̂

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

.

-

 

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

.
J 

- 

.

•.. 
....
 

V
 

......

.'

最
近
、
地
域
隹
済「

の
問
題
と
か
ら
ん.
：で
;:.

'
経

済© -
動
の
エ
'|
'

'
リ
ア
；
ル
な
師
面
ノ 

に
対
す
る
関
心
が
增
大
し
つ
：つ
あ
る
こ
と
は
、
既
に
ク
機
会
あ
る
ご
と
に
指
摘 

.

し
；て
き
た
が

，
：，
- :

の
：動
向

は

単

に

：経

済

学

ぬ
限

：ら
ず
他

：の一
分野
、
：社
会
学
，.
政
' 

治
学
片
お
い
：て
も
み
ら.
れ

石

も

の

；
で

あ

る

，

従

涞

、

'
 

地
理
学
固
有
の
研
究
対
象.
. 

と
し
て
専
ら
自
然
と
人
;̂
©

相
.
£
作
用
と
：
.
い
，ぅ
說
明.
厭
理
，；を
:%
^

て
考
察
さ
^ '

'

ソ
：
 

「

て
き
た
地
表
土
の
人
間
活
猶
ほ
、：.
最
*

で

：
は

、
へ

ぼ

.
ヶ
広
範
众
人
間
活
動
0

空
間
；
：
 

的
な
い
し
地
理
的
联
序
に
関
す
る
考
察
と
し
て
、
脚
光
を
あ
び
つ
つ
あ
る
と
い 

っ
て
ょ
か
ろ
ぅ
。
だ
ぶ
' 

こ
ぅ
し
た
考
察
は
、

一

方
に
お
い
て
、
そ
れ
が
一
定 

H

1

リ
ア
内
の
人
間
活
動
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
必

然

杓

に

「

エ 

1

リ
ア」

な
る
概
念
に
対
す
る
ィ

ゾ
タ

I
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ

リ
、な
関
5

,ど
ょ
び
お 

こ
し
、
他
方
、
た
と
克
そ
れ
が
各
分
野
固
有
の
研
究
対
象
を
考
察
す
る
場
合
で 

あ
っ
て
も
、
人
間
活
動
のH

丨
リ
ア
ル
な
侧
而
の
迫
求
と
い
う
共
通
課
題
が
あ

; 

:f
J

:;
^

か

ら

い

：
.
っ

て

>

¥

的

意

識

は

^

:%
:

か
：
ぐ

も

方

法

諭

^

 

:
じ
-
て
：ぁ
名
：程

度

共

通

ず

ネ

問

題

が

生

じ

で

ゃ

る

£ '
:
と
汾
餘
想
ざ
れ
る.
。.。1:
近
各
：.

''
:
:
:

分

野

：に

み

ら

れ

る

実

態

調

座

の

対

象

な

，い

し

研

究

：の

場

と

し

て

の

.

「

地

域

-
の 

.
重
視
は
8

者.
，
.
の.
.
.
.ナ
V

の.
あ
ら
わ
れ
と.
い
■.
っ.
て.
.
ょ
か
ろ
う
。..
.い.
う
ま
で
も
な
く
従. 

来
べ
地
域
卜
概
念
を
最
も
リ
フ
ヶ
ィ
ン
ん
現
実
把
握
め
上
で
も
積
極
的
な
貢
献 

を
示
し
た
の.
は
地
理
学
©

研
究
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
a

会
学
に
お
け 

■'
:
る
コ
'ミ
：ユ：>_

ア
ィ
の
研
究
、:.,
経
済
学
ね
；お
ボ
る
ぎ
間
經
済
め
研
究
、
更
に
、
最 

.
,
近

で

は
.&
殆
学
に
お
い
て.
さ

え

権

カ

の

地

域

的

分

割
0 '
問
題
が
活
発
な
論
讓
を 

生
み
、
.'.

未

々

大

：な

る

成

果
'を
あ
げ
：て
い
各
。
; .
こ
"
れ
ら
各
分
® -
の
地
域
概
念
は
夫
' 

々
相
違
し
て
い
る
が
、

共
®

に
み
ら
，れ
る.
一
つ
：の

基

本

的

問

題

は

、.
地

理

学

研 

.
:究

者

に

ょ0

て

非

常

ヒ

長

期̂
わ
た
り
論
讓
さ
れ
，
し
か
し
、:-
依
然
と
し
て_

.

論
の
で
な
い
、
地
域
の
限
界
決
足
の
指
標
は
何
か.
、
又
、
そ
の
指
標
に
見
合
う
：
 

.

ベ
く
い
か
な
る
技
術
が
採
用
さ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
•
又
、
.後
者 

の
蕞
本
端
的
為
事
例
は
ノ
^

近

の

立

地

論

、
ハ
人
：口

論

'
.
都

市

社

会

学

等

の

文

献 

.
に
み
ら
れ
る
観
察
単
位
0 ;
;

- -.
|
リ
7 :.
ル
な
分
布
な_
い
し
結
合
関
^ -
め_

定
で
あ
，

:

っ
て
、

こ
れ
ら
い
ず
れ
の
分
野.
で
も
ト
ー
タ

ル
•.

ポ
ピ
ユ
レ
！

シ
ョ
V .
;
の
中
に 

.

そ
の
部
分
を
：な
す
サ
ブ
：•
.ポ
ピ
ユ
レ

I

シ
ョ
ン
の
エ

ア

ル
な
集
中
•
集
積 

.
の
度
合
が
測
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

採
用
さ
れ 

.̂

い
^

測

宽

方

法

は

、
.
、
フ

丨

- --
-
の

立

地

係

数、
：.
7
:

ロ

ー

：
1/,
'
ン
犬̂
^

麼

ノ 
：
ぃ
又
:'
:
'
;人

口

比
it
、，，

更

：

E
、

:'-
,':

部.
O '
の

研

究#

用

：い

ら

れ

て

い
; ' 

る
.s

e
g

re
g

a
tio

n

 in
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